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本論文の主旨は、次の通りである。本論文の背景として、酸化低密度リポ蛋白質（酸化
LDL）は、動脈硬化プラークの形成から破綻に至る様々な過程において促進的に作用し、動
脈硬化の発症に深く関与すると報告されている。本論文は、加齢に伴い血液中の酸化 LDL
濃度が上昇し、動脈硬化の発症に関与することが報告されている点に着目し、１）横断研
究の手法を用い、高齢者の身体活動量と酸化 LDL 濃度の関係性、２）縦断研究の手法を用
い、身体活動量が少ない高齢者に対し、身体活動指針で推奨している身体活動量（150 分/
週）以下でのウォーキング介入や抗酸化サプリメント摂取が酸化 LDL 濃度や酸化ストレス
指標に及ぼす影響について検討することを目的としている。 
 
 本論文は、第 1章から第 6章で構成されている。 
 
第 1 章「緒言」では、先進諸国における死因の代表的疾患である心疾患について概説した上
で、生体内における酸化ストレス亢進により、血中のリポ蛋白質（特に低密度リポ蛋白質（LDL））
が酸化修飾を受け、酸化 LDL がマクロファージに貪食され泡沫化細胞を形成し、さらに動脈硬
化へと進展する過程を説明している。また、健康づくりための身体活動の有用性の認知が実践
に繋がっていない点について言及し、高齢期における動脈硬化症予防の対策として３つの研究
課題を設定している。 
 
 第 2 章「先行文献研究」では、古典的心疾患マーカーや酸化 LDL を含めた新規心疾患マーカ
ーについて整理した上で、身体活動と酸化 LDL についての諸外国での先行研究について、説明
している。 
 
 
第 3 章から第５章までは、3 つの研究課題について記述している。以下にその概要を記す。 
  
第 3 章【研究課題 1】では、高齢者を対象とし、生活活動下における身体活動量をエネルギ
ー消費量や身体活動強度の記録機能を持つ加速度計を用い調べ、身体活動量と酸化 LDL 濃度と
の関係を検討している。その結果、酸化 LDL は、身体活動量が多い高齢者ほど低い値を示すこ
とを明らかにしている。また、動脈硬化症進展の過程においては、LDL が酸化されると、血管
内皮細胞からの単球走化性因子を刺激し、炎症の主役である単球を血管壁内に誘導させること
が報告されている。単球走化性因子の濃度を測定したところ、日常生活中における身体活動量
が多い高齢者では、単球走化性因子の濃度が低いということを明らかにしている。 
 
第 4 章【研究課題 2】では、身体活動量が少ない高齢者を対象に、身体活動指針の推奨す
る活動量（150 分/週）以下の 12 週間のウォーキング介入が酸化 LDL 濃度に及ぼす影響につ
いて検討している。その結果、酸化 LDL は、12 週間のウォーキング実践で有意な低下を認め
られなかったものの低下傾向を示したことを報告している。また、12 週間のウォーキング実
践により高密度リポタンパク質（HDL）の増加が認められ、さらに酸化 LDL/HDL の低下を確
認している。 
 
第 5 章【研究課題 3】では、身体活動量が少ない高齢者を対象に、ウォーキング実践に加
え、α-トコフェロール（ビタミンＥ）を摂取する介入を実施し、ウォーキング実践・抗酸
化サプリメント摂取介入プログラムの有効性を検証している。その結果、12 週間のビタミン
Ｅ摂取ならびにウォーキング実践は、安静時における酸化ストレスを抑制することを確認し
ている。一方で、ビタミンＥ摂取とウォーキング実践の相乗効果は確認していないことを報
告している。また、酸化 LDL は、12 週間のビタミンＥ摂取ならびにウォーキング実践により
有意な変化を示さなかったことを報告している。 
 
以上の知見を踏まえて、第 6 章「総合論議」では、動脈硬化症の予防として、高齢期におけ
る身体活動の増加や微量栄養素の摂取を介した生活習慣の改善の重要性ついて先行研究を交
えながら論議している。 
 
本論文は、動脈硬化の形成に関わる基礎的な研究への発展性の期待と同時に、生活習慣の改
善（ウォーキング実践）や抗酸化サプリメント摂取による健康づくりの効果を調べる上で、重
要な研究資料になるものと期待できる。高齢期の動脈硬化症予防および広義における健康づく
り支援という観点から、動脈硬化惹起性の酸化 LDL を特に身体活動の側面から評価したわが国
で初めての研究である。従って、当該分野において、多大な貢献を為し得るものであると考え
られる。本論文で得られた知見で特記すべき点は、身体活動指針で推奨されている活動量以下
での身体活動介入を実施した点であると言える。定期的な運動や身体活動が動脈硬化症の予防
に有効であることは広く認知されている一方で、実際に身体活動を実践する者の割合は少ない
ことが知られている。よって、身体活動指針で推奨している身体活動量（150 分/週）以下で
のウォーキングプログラムを用いて動脈硬化症に関連する指標に及ぼす影響を検討し改善を
明らかにしている本研究の学術的・社会的意義は大きいと言える。 
なお、本論文に含まれる研究の一部は、末尾記載のようにインパクトファクターの付いた国
際学術誌上で刊行されており、当該分野において、すでに一定の評価を受けているとみなすこ
とができる。 
  
以上のことから、本論文は、健康支援に関連する健康スポーツ科学分野の発展に寄与するも
のと判断し、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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